
















まとめ 

乳児の呼吸パターンは新生児期をすぎると個人的特徴をもった固定した生質を示し、単純

な分布曲線を示す多数群と、明らかに多数群とは異なる分布曲線を示す少数群に大別され

る。少数群は現在のところ SIDS と何らかの関係があると考えられる症例で占められ、SIDS

予知の一方法として本方法は検討する価値があると考えられる。 


